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平成２８年３月定例教育委員会会議録 

 日      時  平成２８年３月１８日（金）  午後１時００分～午後３時２０分 

 場      所  秦野市役所西庁舎３階会議室 

 出席委員 
 委員長 望月 國男  委員長職務代理者 髙槗 照江 

 委 員 飯田 文宏  委 員 片山 惠一  教育長 内田 賢司 

 欠席委員  なし 

 委員以外 

 の出席者 

教 育 部 長 水野 和成 

教 育 部 参 事 鈴木 健次 

教育総務課長 山口  均 

学校教育課長 片野 新治 

教育指導課長兼 

教育研究所長 柏木 荘一 

 

生涯学習課長 佐藤 正男 

図 書 館 館 長 石井 勇次 

教育総務課課長代理（庶務担当） 鈴木 利昭 

教育総務課庶務班主任主事 水野 統之 

 傍聴者  ８名 

 会議次第 

 ３月定例教育委員会会議 

 

日 時 平成２８年３月１８日（金）  

午後１時００分         

場 所 秦野市役所西庁舎３階会議室  

 

次     第 

１ 開  会 

２ 会議録の承認 

３ 教育長報告及び提案 

（１）平成２８年４月の開催行事等について              

（２）平成２８年第１回定例会中間報告について            

（３）臨時代理の報告について 

  ア 報告第４号 秦野市立小中学校管理職の退職の内申について 

  イ 報告第５号 秦野市立小中学校管理職の任免の内申について 

ウ 報告第６号 教育委員会事務局職員（課長代理級以上）の任 

免について  

  エ 報告第７号 教育委員会職員（園長及び教頭）の任免について 

（４）平成２７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査（スポーツ庁）

の秦野市の結果について             
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（５）学校生活全般における体罰の実態把握に関する調査の結果につい       

て 

（６）平成２７年度就学指導の結果報告について            

（７）平成２７年度教育支援教室いずみ事業報告について        

（８）平成２７年度教科学習支援員の活動報告について         

（９）平成２７年度校務支援ソフトの導入状況について         

（10）平成２７年度幼小中一貫教育の取組について           

（11）第２９回夕暮祭短歌大会（作品募集）について          

４ 議  案 

（１）議案第８号 平成２８年度秦野市教育委員会基本方針及び 

主要施策について 

（２）議案第９号 「はだのわくわく教育プラン‐秦野市教育振 

興基本計画‐」について 

（３）議案第１０号 秦野市県費負担教職員の退職管理に関する規則 

を制定することについて 

（４）議案第１１号 秦野市教育委員会表彰規則の一部を改正するこ 

とについて 

（５）議案第１２号 秦野市教育委員会事務決裁規程の一部を改正す 

ることについて 

（６）議案第１３号 秦野市立学校職員服務規程の一部を改正するこ 

とについて 

（７）議案第１４号 秦野市教育委員会教育長に対する事務委任及び 

臨時代理に関する規則等の一部を改正することについて 

（８）議案第１５号 秦野市立幼稚園園則及び秦野市立学校教育施設 

の開放に関する規則の一部を改正することについて 

（９）議案第１６号 秦野市立西中学校等複合施設整備運営事業に係 

る企画提案型事業審査会規則を廃止することについて 

（10）議案第１７号 秦野市生涯学習推進計画について 

（11）議案第１８号 秦野市立図書館条例施行規則の一部を改正する 

ことについて 

（12）議案第１９号 秦野市教育委員会事務局組織規則の一部を改正 

することについて 

５ 協議事項 

（１）秦野市教育委員会教育長の権限に属する事務の一部を市長 

部局職員に補助執行させる協議書等について 

（２）秦野市スポーツ推進計画（案）の作成について 

６ 選  挙 

（１）秦野市教育委員会委員長の選挙について 

７ そ の 他 
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８ 閉  会 

 会議資料  別紙のとおり 

 

望月委員長 それでは、ただいまから３月の定例教育委員会会議を開催いた

します。 

それでは、お手元の会議次第に沿って進めさせていただきます。 

まず、「会議録の承認」について、ご意見、ご質問がございま

したらお願いいたします。 

 ―特になし― 

望月委員長 それから、秘密会についてですが、何かご意見、ご質問がある

場合は、会議終了後、事務局のほうに申し込んでください。 

よろしいでしょうか。 

 －異議なし－ 

望月委員長 それでは、ないようですので、会議録を承認いたします。 

今日は、秘密会での案件がありますが、３の「教育長報告及び

提案」の「（３）臨時代理の報告について」、「ア 報告第４号 

秦野市立小中学校管理職の退職の内申について」、「イ 報告第

５号 秦野市立小中学校管理職の任免の内申について」、「ウ 報

告第６号 教育委員会事務局職員（課長代理級以上）の任免につ

いて」、「エ 報告第７号 教育委員会職員（園長及び教頭）の

任免について」及び「（５）学校生活全般における体罰の実態把

握に関する調査の結果について」は、非公開情報が含まれている

ので、秘密会での報告としてよろしいでしょうか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 よって、（３）のア、イ、ウ、エ、（５）は秘密会といたしま

す。 

それでは、「教育長報告及び提案」に入ります。その後、質問

を受けるわけですが、今日は、年度末ということで、教育長報告、

議案、それから協議事項が大変多いのですが、よろしくお願いい

たします。 

それでは、「教育長報告及び提案」をお願いします。 

教育長 それでは、資料№１をご覧いただきたいと思います。２８年４

月、新年度の開催行事等について説明いたします。 

まず、４月１日ですが、教育委員会の辞令交付、新採用・転入

者等の辞令交付を行います。スペースの問題がありまして、新し

い教育庁舎のほうは１１日オープンですが、場所を使うことが可

能ということなので、新しい教育庁舎の３階の大会議室を使って
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行います。 

４月３日、日曜日ですが、広畑ふれあい塾の開講式です。２８

年度の開講式になります。 

翌日、４日、教育指導助手等の研修会を行います。 

同じく、午後からですが、特別支援学級介助員の研修会を実施

いたします。 

４月５日は、小・中学校の入学式、そして始業式でございます。 

７日は幼稚園の始業式、８日は幼稚園の入園式です。 

４月９日の土曜日、２８年度のＰＴＡ連絡協議会の総会は、予

算総会、決算総会を連続して行います。本町公民館です。 

１１日は、先ほど申し上げました教育庁舎の開庁式を行います。

これは教育委員さんに出席いただくという予定をしております。

前日、前々日の２日間で引っ越しを行います。 

４月１２日、春季特別展「秦野の歴史２０１６」ということで、

桜土手古墳展示館で行います。 

４月１２日、２６日はブックスタート、例月行っているもので

ございます。 

次のページをご覧いただきたいと思います。 

４月１２日ですが、２８年度の第１回園長・校長会、これも教

育庁舎の３階の大会議室で行います。この園長・校長会は、年度

初めですので、できれば教育委員さんにご出席いただければあり

がたいと思っております。時間は２時からです。 

４月１３日、水曜日、第１回のエコキッズはだの推進委員会、

これは教育研究所が所管をしているものであります。 

１４日は、定例の記者会見、午前、午後で、日刊紙、地方紙が

ございます。 

１５日は、４月の定例教育委員会会議を予定しております。こ

れも新しい庁舎の３階でございます。 

４月１９日は、全国学力・学習状況調査を行います。 

２１日は、中学校教育研究会総会です。会場はまだ確定をして

おりません。 

２３日から５月８日までは、こどもの読書週間ということで図

書館で行事を開催するのですが、今回も、団体の協力を得まして

喫茶コーナーを開設していただけるという予定をしております。 

４月２５日、地域婦人団体連絡協議会、婦人会の総会でござい

ます。本町公民館です。 

翌２６日、教育研究所研究員の委嘱式です。 

２７日は、幼稚園教育研究会の総会です。 
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２８日は、保育・教科等指導員の会議を行います。 

私からは以上で、この後、部長、課長から、それぞれ説明をさ

せます。 

 教育部長 それでは、私のほうから、資料№２、市議会第１回定例会の中

間報告ということでご報告をさせていただきたいと思います。 

まず、１ページ目をご覧いただきたいと思いますが、議会の日

程等が書いてございます。会期の中で、３月２４日までというこ

とで、３月２４日に委員長報告と閉会という形になります。今日

は１８日ということで、これまでに行われました代表質問、議案

審議、それから予算特別委員会等について、ご報告をさせていた

だきたいと思います。 

まず、１ページをご覧いただきたいと思います。代表質問でご

ざいます。各会派の代表の方から、市長の施政方針等についてご

質問がございました。 

まず、№１の小菅議員でございます。教育に関するものといた

しまして、「未来につなぐ出産・子育てについて」というタイト

ルで、そこに書いてございます（２）、（３）、（４）というこ

とで３つのご質問がございました。 

１つは、施政方針の中の「わくわくして登校、いきいきして下

校」という学校づくりを目指していきたいということに関しまし

て、その中身についてご質問がございました。 

そして、総合教育会議についてでございますが、時には拡大版

総合教育会議の開催も考えたらどうかという趣旨のご質問でござ

います。 

それから、コミュニティ・スクールの効果、展望についてとい

うことでご質問がございました。 

総合教育会議については市長のほうから、それ以外は教育長の

ほうからご答弁をさせていただいたとおりです。答弁の内容につ

いては、ご覧いただきたいと思います。 

ページをめくっていただきまして、２ページでございます。小

菅議員、「西中学校体育館と西公民館の複合化について」という

ことでご質問がございました。 

次に、民政会の代表、八尋議員のほうから、同じように、「西

中学校体育館と西公民館等の複合化について」ということでご質

問がございました。この中身でございますが、施設でございます

ので、６０年の長きに使うということを考えて、その間には小中

学校の統合ということも視野に入れていく必要がある。そういっ

た中での施設の広さ、そういったものについても考えていっても
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らいたいというような趣旨のご質問でございます。 

それから、３ページのところへ移りますが、同じく八尋議員で

ございます。「コミュニティ・スクールについて」ということで、

西中学校で指定する予定だが、その仕組みと狙いは何かというご

質問でございます。 

それから、公明党代表、野田議員でございますが、高校・大学

の奨学金制度ということで、それについて、市独自でそういった

制度を検討してみたらどうかというご質問でございます。 

次に、４ページをご覧いただきたいと思います。創秦クラブ、

相原議員でございます。教育に関しましては、県立秦野養護学校

の小中学部の整備等に関連しまして、県の教育委員会が担当する

わけですが、整備・拡充に当たり、本市の教育にどう生かしてい

くのかというようなご質問でございます。 

それから、横溝議員、緑水クラブ代表でございますが、学校と

地域がともに学び合う拠点となるよう、長期の視点に立って学校

施設の一体化整備について検討していく必要があると思うが、ど

うかというご質問でございます。 

それから、日本共産党、露木代表でございますが、里地里山自

然環境活用学習委託事業費についてのご質問、それから、次のペ

ージに行きますが、西中学校の多機能型施設についての整備計画

の状況、それから、幼稚園型一時預かり事業についてのご質問、

それから、さらに、教育指導助手、介助員、そういった増員につ

いて、どのような考えかというご質問でございました。 

次に、６ページにつきましては、議案審議で、一般会計の２７

年度の補正予算の中で西中学校の複合化の整備について債務負担

行為を設定しておりましたが、整備手法等の見直しによりまして

債務負担行為を廃止にしてございます。それについてのご質問で

ございます。 

次に、一般質問に移りたいと思います。今回、教育関係で７人

の方からご質問がございました。 

まず、木村眞澄議員でございます。二次質問の中で、教育委員

会が取り組んでいる就学援助制度の周知徹底がどう図られている

か、ご質問がございました。 

次に、阿蘇佳一議員でございますが、川崎市・中１事件、１年

を経過したということで、それに係る本市の取組み、そういった

ものについてのご質問、それから、薬物乱用防止について、元プ

ロ野球選手の事件がございましたが、それを受けての質問でござ

います。 
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次に８ページをご覧いただきたいと思います。谷議員でござい

ますが、幼小一貫教育という視点で、具体的には、上小と上幼稚

園の施設統合についてのご質問がございました。 

次に、ナンバーで言いますと４番、佐藤文昭議員でございます。

中学校の公民の授業内容、どんなことをやっているのか。これは、

背景としまして、公職選挙法の改正に伴う年齢の引き下げがござ

いまして、それを受けてのご質問でございます。それから、政治、

選挙に関する参加実践の学習方法、中学校での取組みの具体的な

事例、そういったことについてのご質問でございました。 

それから、次のページに移りますが、公立幼稚園運営・配置実

施計画の中で、その計画に盛り込んでございます、みなみがおか

幼稚園の公民連携によるこども園化ということを掲げてございま

すが、その内容、今後の進め方について、ご質問がございました。 

次に、吉村慶一議員でございます。シリーズで「教育について」

というご質問で、全国学力・学習状況調査の秦野市の状況につい

て、それから、一つの例として、中学校の数学の設問の一つを取

り上げまして、その正答の反応率が約７５％ということで、残り

の２５％、正答ではない２５％について、どのような対応をして

いるのかというようなご質問でございます。 

それから、実は、北海道の釧路市のほうで、基礎学力保障条例

というものを策定されております。そこの思いは、学校だけでは

なくて、市民、それから保護者、そういった方々、総力を挙げた

学力の向上に取り組んでいるというような趣旨で条例が制定され

ているわけでございますが、それについて考えはどうかというよ

うなご質問でございます。 

それから、１１ページに移ります。高橋議員でございますが、

震生湖周辺整備計画のご質問の中で、戦前に、震生湖のあのとこ

ろに射撃場があった。そういったことで、射撃場があった、そう

いった歴史的なものについての資料、そういったものをしっかり

収集等、調べる必要があるのではないかというようなご質問でご

ざいます。 

それから、加藤議員でございますが、公立幼稚園の運営・配置

ということで、まず、本市の実施計画の方針についてどのようか、

それから、幼稚園の小学校への施設統合、メリットは何かという

ようなご質問でございました。 

次のページへ移ります。引き続き加藤議員でございますが、四

次質問までございまして、今後の公立幼稚園の方向性についてお

聞きしたいというようなご質問でございます。 
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それから、予算特別委員会におきまして、教育委員会は、総務

分科会、文教福祉分科会になるわけですが、露木議員のほうで、

総務のところで、うちのほうが所管します広域連携中学生交流洋

上体験研修事業費について、ご質問がございました。生涯学習課

長が出席してご答弁させていただいているものでございます。 

それから、１４ページ、予算特別委員会（文教福祉分科会）と

いうことで、文教福祉常任委員のメンバーの方から、多岐にわた

りますが、ここに書いてございますご質問がございました。これ

は後ほどご覧いただければと思います。 

それから、何ページか飛ばさせていただきますが、２２ページ

をご覧いただきたいと思います。今回、市長の提案と、議案を教

育委員会絡みで議案を２本出させていただいております。 

まず、「議案第１２号 秦野市非常勤特別職職員の報酬及び費

用弁償に関する条例の一部を改正することについて」でございま

す。この中身は、ご承知のとおり、コミュニティ・スクールの学

校運営協議会委員を非常勤特別職職員ということに位置づけまし

て、その報酬額を定める議案を提出させていただきました。それ

に関してのご質問がございましたので、後でご覧いただきたいと

思います。 

それから、２５ページでございますが、「議案第２０号 秦野

市立幼稚園入園料及び保育料徴収条例の一部を改正することにつ

いて」ということで、今回、１８年ぶりに保育料の見直しをさせ

ていただきました。それに関して審議がされた内容を一覧にして

ございますので、これも後ほどご覧いただければと思います。 

以上が今回の議会における教育委員会絡みのご質問等でござい

ます。私からの説明は以上でございます。 

 教育指導課長 では、私のほうからは、（５）を飛ばして、（４）から（１０）

までご報告させていただきたいと思います。 

資料№５をごらんください。今年度行われました全国体力・運

動能力、運動習慣等調査の秦野市全体の結果でございます。この

調査につきましては、平成２５年度より、小学校５年の児童と中

学校２年の生徒を対象に、悉皆で調査を行ってきております。全

体的に３年間の傾向を見ても大体同じような傾向ですけれども、

小学校よりも中学校のほうがいいという傾向があります。 

来年度以降、研究所の研究部会、体力向上に向けた研究部会を

発足しまして、体力の向上に努めていきたいと考えております。 

続きまして、資料№７をご覧ください。就学指導の概要です。

データが多岐にわたって見にくくなっておりますが、まずは人数
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です。今年度の就学指導にかかわった人数が２００名ということ

で、数字上は昨年度より若干の減になっておりますが、児童・生

徒全体の数が減っている中で６名の減ということですので、例年

どおり、もしくは若干多いのではないかと考えています。 

なお、就学相談件数も昨年度に比べて若干多くなってはおりま

す。 

続きまして、資料№８、教育支援教室いずみの事業報告でござ

います。今年度、いずみにかかわった児童・生徒数ですが、合計

で１４名で、ここ数年１０名から２０名の間を行き来していると

いう状況です。 

飛ばしまして、最後の（４）の「成果と課題について」をご覧

いただきたいと思います。今年度、体験活動を多く取り入れて、

子どもたちに成功体験を味わわす中で、自尊感情とか自己有用感

を高めていこうという目標のもと、運営をいたしました。 

申しわけありません、また最初のページに戻っていただきたい

と思います。そのような中、「（２）現在の状況」で、これは昨

年度の課題でも報告させていただきましたが、通室を始めて、個

別の対応が非常に長い、子どもによっては半年間、小集団になか

なか移行できないという状況を課題として報告させていただきま

したが、今年度は、個別の活動を中心にする子どもが２名で、体

験活動を通して小集団への移行がスムーズにいったのかなという

ふうに捉えております。 

続きまして、資料№９です。教科学習支援員の活動状況でござ

います。東海大学のご協力を得まして、今年度は７２名の学生に

ご支援をいただきました。小学校が３９名、中学校が３３名、全

体を通しまして年間の延べ数で、１，２７８日の活動をいただき

ました。小学校では学級担任の先生について、また中学校では教

科担任の先生について、大体１週間に１回、学生さんによっては

２週に１回という割合で援助をいただきました。 

「４ 来年度に向けて」ですが、この後、来週、２３日になり

ますが、学生さんに行ったアンケート、または学校に行ったアン

ケートの結果をもとに、来年度どのように取り組んでいくかにつ

いて東海大学さんと検討してまいりたいと考えております。 

続きまして、資料№１０をご覧ください。２８年４月、来月よ

り、小中学校全校において校務支援ソフトの全面運用を計画して

おります。今年度は、その準備の期間ということで、まず、担当

者を集めました全体の操作の仕方の講習会とあわせまして、ＩＣ

Ｔ支援員またはソフトを販売しているスズキ教育ソフトの社員を



 10 

各学校に派遣しまして、実際にパソコンにこのソフトを導入し、

使い方の講習を全校で行ってまいりました。これをもとにしまし

て、２８年の４月より、小中学校全校で運用を開始したいと思っ

ております。 

現在、６番にありますとおり、運用マニュアルの作成を進めて

おります。使い方、操作で困ったときの連絡先であるとか、セキ

ュリティー上問題が生じた場合の対応の仕方等に関するマニュア

ルを、作成しているところでございます。 

次に、資料№１１、今年度の幼小中一貫教育の取り組みで、各

校の取り組みをまとめたものでございます。全部紹介できません

が、４ページをご覧ください。これは本町中学校区での取り組み

ですが、２月の上から２つ目の「クラブ訪問」で、小学校のクラ

ブ活動の時間に中学生が行き、補助を行う中で交流を図っており

ます。また、３月のところの「ピアサポートプログラム」は、本

町中学校が始めて、今は、ほぼすべての中学校に広がっておりま

すが、今年度より、本町中学校と小学校が一緒になって「ピアサ

ポートプログラム」を行っています。毎年このような特色のある

活動が報告されております。 

なお、これまで、東中学校区、それから南中学校区で、幼小中

一貫教育の取り組みの、言ってみればグランドデザイン的なもの

をつくりましたが、西中学校区におきまして、このようなグラン

ドデザインをつくりまして、４月以降、地域や保護者の方にも配

布する予定となっております。 

私のほうからは以上です。 

 図書館長 私からは、次第の「（１１）第２９回夕暮祭短歌大会（作品募

集）について」、ご説明いたします。資料№１２をご覧ください。 

今回で２９回目となります夕暮祭短歌大会（作品募集）ですが、

現在、自由題、未発表の作品に限り、１人１首で作品を募集して

おります。はがきによる郵送、または、海外在住者につきまして

は電子メールでの応募も可ということで募集をしております。 

締め切りにつきましては４月１５日に図書館必着になっており

ます。 

現在までの応募状況ですが、海外からは１件の応募がメールに

より来ております。 

裏面のほうをご覧ください。日程及び会場ですが、今年度は、

６月１８日の土曜日、午後１時半から、図書館視聴覚室で夕暮祭

の表彰式と講演会等を実施いたします。 

最近４年間の応募状況を見ますと徐々に増えております。また、
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先ほど申しましたが、メールでの応募では、海外からの応募が、

昨年度は１３名、一昨年は７名おります。全国の都道府県につき

ましては、昨年は３９都道府県、一昨年は３６都道府県というこ

とで、少しずつですが、全国的にも増えておりますので、これか

らも、周知、ＰＲを含めまして、多くの地域からの作品の募集を

進めていきたいと考えております。 

図書館からは以上になります。 

望月委員長 それでは、代理報告につきましては、ほとんど秘密会扱いにな

るわけですが、一応ここで終わりまして、まず、ご質問、ご意見

を受けたいのですが、最初に議会関係からしたいと思います。議

会関係も非常にたくさんありますので、どうしても、３月議会は

代表質問がある関係で、それから特別委員会もありまして、多い

わけですが、一応３つに分けたいと思います。まず代表質問、一

般質問、それから特別委員会等についてということで、３つに分

けたいと思いますが、まず代表の中で、皆さん、何かご意見、ご

質問はありますか。ページで言うと１ページから５ページですね。 

それでは、代表も一般も非常に重なっている部分がありますが、

よろしいですか。 

飯田委員 １ページの小菅議員から、総合教育会議について、拡大版総合

教育会議の開催があってもよいのではないかという質問が出てい

るのですが、秦野市外のほかの市町村でこういった会議を拡大教

育会議という形でやっている市町村があるのかどうか、教えてい

ただければと思います。 

 教育部長 この制度は２７年度からスタートしたということで、県内です

と拡大版というのを私は聞いたことがございません。ただ、小菅

議員の質問の中で、たしか京都と大津市を例に挙げられました。

拡大版というのは何を指すかというと、例えば保護者だとかＰＴ

Ａの方々、そういった方を指しているわけですが、大津のほうで

は、ＰＴＡの方を全会議に呼んでいるということではなくて、必

要に応じて拡大版の会議を開いたという実績があるそうで、それ

を受けて、そういったことも考えていかれたらどうかという、ど

ちらかというと提案型のご質問でございました。 

飯田委員 ありがとうございます。 

望月委員長 よろしいですか。 

一般質問のほうはいかがでしょうか。 

片山委員 一般質問の木村眞澄さんのところで、就学援助制度の周知徹底

ということについて、入学式のときに案内を渡しているというこ

とですが、例えば、民生委員さんとか児童委員さんを介して以前
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に渡すというようなことは考えられないのでしょうか。 

 教育部長 就学援助制度は、新たに入学をしてくるお子さんの保護者に対

して、制度の案内を全員にお渡しをさせていただいております。

それともう一つは、その中で申請があった方々については、学年

が上がるごとに申請書をお送りしているという実態なのでありま

す。 

ただ、例えば、６年間の間に家族の状況が変わったりします。

そういったケース、いろんな形がありますので、そういったこと

に漏れなく情報が行くようにということのご心配をされてのご質

問なので、そこについては、途中で状況が変わったり家族構成が

変わったりするケースにおいても、しっかり学校と連携して対応

していくというようなご答弁をさせていただいたところでござい

ます。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

髙橋委員 ９ページの佐藤文昭議員からの質問で、みなみがおか幼稚園の

民間のこども園化に対する質問がありました。当市は各小学校区

に幼稚園が附帯してあるということが大きな特色となっておりま

すが、こういうふうな進め方をすると、みなみがおかのところが

ちょっと崩れてくるなという感じがしているんです。それで、公

私連携型で行うということになっていても、実際、細かい面では、

地域住民に十分な説明がなされていないととても受け入れられな

いと思いますので、いろいろ前段の調査等あると思いますけれど

も、住民に対する説明会というのは本当に十分にやってほしいと

いう、これは要望です。 

望月委員長 ほかにいかがですか。 

飯田委員 一つよろしいですか。これを見ていると西中学校の複合施設の

質問が結構多いと思います。その中でも２ページ、八尋伸二さん

の代表質問に市長が回答している中で、「駅から近い立地なども

考慮した上で、必要な施設規模を確保したいと考えています」と

市長は言っておられるのですけど、駅に近いということは、中地

区大会とか県大会に利用されることも考えられるのではないかと

思うのです。そういった場合に、バスケットコートが何面とれる

か、バレーコートが何面とれるか、これから考えることだと思う

のですけど、ぜひ、その辺も考慮に入れた上で考えていったらど

うかなと、私がふと思ったことですが。 

 教育部長 ご質問もまさにそういうことだというふうに思っております。

現実的に、西中学校のほうでは、今、委員おっしゃるように、駅

に近いということで、中地区の大会だとか広域的な大会を行うケ
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ースが多いというふうにうちのほうも把握してございます。そう

いったことから考えますと、今後、一回建ててしまうと６０年間

使っていく施設でございますので、その辺の利用の実態、それか

ら、向こう６０年間考え得る利用の変化、そういったことも加味

しまして、施設の規模等については考えていきたいと思っており

ます。 

飯田委員 ありがとうございます。 

望月委員長 ほかにいかがでしょうか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、特別委員会とか付託議案がありますね。これについ

ていかがでしょうか。 

片山委員 １７ページの高橋照雄さんのところで、けが、特に部活動中の

けがは１４６件と書いてあるのですが、これは増えているのでし

ょうか、減っているということなのでしょうか。 

 学校教育課長 増えているか減っているかというご質問だと思いますが、ほぼ

横ばいです。 

片山委員 これは多いほうなんですか、少ないほうなんですか、平均から

見ると、全国的に見て。 

 学校教育課長 すみません、そこまでは把握しておりません。 

望月委員長 ほかにいかがですか。 

今回の一連の質問等を整理すると３つに分けられるのではない

かと思います。１つは、西中学校を中心とするコミュニティ・ス

クールの件、それから、西中学校の多機能型体育館の問題、それ

から、認定こども園の預かり保育、このあたりが非常に大きいか

なという感じがしました。 

それから、コミュニティ・スクールの件については、それだけ

市民の期待が大きいということが言えるのではないかと思います

が、新しいことをやるには、人に言えない苦労とか勇気とか決断

力、努力等々が要求されるわけですが、学校、家庭、地域の三者

の連携で学校づくりだけではなくて、それにプラス教育行政、こ

の四者、四輪駆動で、ぜひこの新しい事業をいい方向に進めて、

他の地域のモデルになることを期待しています。 

それから、姉妹都市の関係、いわゆるパサデナ市の教員の派遣

についてですが、これは、今、秦野の友好協会と教育委員会、そ

れから市民自治振興課と向こうの友好協会で、いろいろとやりと

りして、何とかこの事業が実りのあるものにするように、現在、

双方とも連絡を密にしているところです。 

きょうは非常にたくさん案件がありますので、司会としても大
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変焦っているのですが、このくらいでよろしいでしょうか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、次に移りたいと思います。 

次の（４）から、（６）（７）（８）（９）（１０）（１１）、

これを一括して受けたいと思いますが、いかがですか。 

飯田委員 資料№５の全国体力・運動能力、運動習慣等調査の件ですが、

この中の種目の「２０ｍシャトルラン」というのはどういうもの

ですか。 

 教育指導課長 ２０メーターの区間を一定のリズムに合わせて折り返して走っ

ていき、リズムについていけなくなったら、終わりになる、全身

持久力を計測するテストになります。 

飯田委員 ４６というのは、２０メートルを４６回ということなのですか。 

 教育指導課長 そうです、回数です。 

飯田委員 わかりました。ありがとうございます。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

スポーツのほうの件ですが、今、これは全国的に大きな課題に

なっていて、先般、ＮＨＫのテレビで、「クローズアップ現代」

だったかな、新宿区の取り組みが放映されていまして、どこでも

大事なのかなということを改めて思ったわけです。先ほど、課長

の説明の中では、このデータをもとにしながら、新年度、教育研

究所の部会でも検討するというようなお話でしたが、現在もう決

まっているのであればもう少し詳しく説明してください。 

 教育指導課長 これまでの傾向を見ますと、特に小学校の女子が全国と比べて

低く、中学校の男子が高いという傾向が続いております。このあ

たりのベースになるもの、環境だとか生活習慣、そのあたりを分

析し、東海大学さんのご協力を得ながら、体力の向上を図ってい

きたいと考えております。 

望月委員長 東海大学とうまく連携を深めながらやっていくとよろしいので

はないかと思います。また、その実績も、しぶさわ幼稚園でかつ

て取り組んで非常に成果を上げていますので、片山委員もいらっ

しゃいますし、前教育委員の内田先生もいらっしゃいますので、

またうまく東海大学と連携を深めながらこれを推進していただく

とよろしいかなと思います。 

ほかにどうでしょうか。 

片山委員 東海大学と関係するのですが、資料№９、活動をさせていただ

いているのですが、特に問題というのはないのでしょうか。いい

ことばかりここに出ていますが、何か問題があったら教えていた

だきたいのですけど。 
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 教育指導課長 問題は特にございません。学生さんの都合で週１回もしくは２

週に１回という回数、これが多くなればそれだけ効果は上がるの

かなと……。 

片山委員 増やしたいという。 

 教育指導課長 増やしたいというのが正直なところです。 

片山委員 ありがとうございました。 

望月委員長 これは学科推薦の学生でして、東海大学でそういうことをやっ

ているのは秦野市だけです。とにかく、学科の先生方の推薦がな

いと派遣しないのですから、いい学生が来ています。これは２５

年度に提携して施行していますので、私も、今教員をやっている

教え子から、大変良い経験になったということを聞いたりしてい

ますので、この制度がより一層これからも有効に生かされるとよ

ろしいかなと思います。 

片山委員 よろしくお願いします。 

一つ、資料№１２で伺わせていただいてよろしいでしょうか。 

電子メール等で海外からも応募があるということだったのです

けど、秦野市内の小中学校が全校一生懸命やっているような気は

あまりしていないのですが、その辺はいかがでしょうか。 

 図書館長 夕暮祭短歌大会につきましては、６月に開催する大会は、概ね

一般の方、大人の方が多く、小・中学生につきましては、夕暮記

念こども短歌大会を開催しています。市内の、小学校４年生から

中学校３年生までの児童・生徒を対象に作品を応募して、例年２，

０００からの作品を応募いただきまして、今年度は、１１月下旬

に開催する予定です。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

教育指導課長、すみません、西中学校区でのグランドデザイン

というのを回していただけませんか。 

 ―資料配付― 

望月委員長 これは全家庭に配るんですか。 

 教育指導課長 一応そのような予定をしております。 

望月委員長 これは西幼小中？ 

 教育指導課長 西中学校区です。 

望月委員長 西中学校区ですね。 

連携というのは情報連携だけではなく、行動連携を重視すると

いうことは非常に大事なことですので、そういう意味では、連携

の中で行動連携のほうに移行しつつあるということは、新しい一

つの一貫教育の中の流れとして大変評価できるのではないかなと

思います。 
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ほかにどうでしょうか。 

髙橋委員 資料№１１の小中一貫教育の取り組みについてです。２７年度

の取り組みを拝見させていただくと、その地域によっての特色が

出てきたと思うんですね。本町中学校区は主に清掃作業とかで協

力して行っているし、南中学校区はお花を植えたり、各中学校区

の特色がよく出ていると思うのです。東は、先行して実施したお

かげで公開授業の数も大変多いですし、教科の出前授業とか中学

校の先生が小学校に行って教科を担当するというようなこともさ

れていますね。ある程度年限が来たので、私も、秦野でもカリキ

ュラムの中に一貫した何かが欲しいなと思っているんです。今で

も、ここの中でも、家庭科などは小学生と一緒にとかがあります

よね。だから、専科の場合、音楽とか美術とか、今度、小学校は

英語教育が始まりますので、英語とか、先生方に無理のないとこ

ろでうまく時間を使っていただいて、専科の先生が小学校に行っ

て教えるとか、そういうこともすごくいい刺激になると思うんで

すね。クラブ活動で中学生が小学生に教えているというのも、中

学校に入学する前、とてもいい経験になると思うので、ぜひ、中

学校の専科の先生たちが小学校に出向いて授業を行えるような、

何かそういうふうな方策というのもとっていただきたいと思って

いるのですが、現実的に見てどうでしょう。 

 教育指導課長 昨年の東中学校区の発表でもありましたように、今、委員がお

っしゃったような教科を通した交流というのもふえてきているよ

うに感じます。また、特に教員免許の関係もありますので、そう

いう取り組みも充実するように、今後、働きかけていきたいとい

うふうには考えております。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

片山委員 私、わからないので教えていただきたいのですが、本町中学校

の４ページに「ピアサポートプログラム」とあるのですが、これ

は何をするのですか。 

 教育指導課長 子どもたち同士が支え合うといいますか、「ピア」は仲間、互

いに支え合い、社会性を高めていく活動です。 

片山委員 おもしろいですね。 

望月委員長 ほかにありますか。 

体験談を。 

 教育部参事 私は、前に本町中学校に勤めていたもので。 

幾つかのパターンがあって、例えば、友達に傷つけられるよう

な言葉ってどんな言葉だろうというような授業のようなものを、

中学生が小学校に行って一緒になって、「こんな言葉に傷つく」
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「じゃあ、そういう言葉を出さないようにするためにはどうすれ

ばいいんだろう」というようなことが最終的な一貫につながる部

分なんですけれども、その前に、この場合も東海大学のゼミの方

と連携をしながら、まず、本町中学校の生徒会のリーダーの子た

ちが先に東海大生と研修のようなことをやって、同じような内容

を自分たちでやって、それを本町中の生徒会本部の生徒たちが今

度は本町中の一般生徒たちにやって、それを受けた子どもたちが

今度は小学校に行って同じようなことをやって、お互いが仲間同

士で支え合っていくにはどうしたらいいんだというようなプログ

ラムを進めてきたというところです。 

片山委員 お互いに理解し合いということですね。そうですか。わかりま

した。 

望月委員長 これは、芳川玲子先生が本町中の研究にかかわっていて、それ

で広めて、今度は西中に広まって、小学校に広まって、だんだん

全市的に広まりつつあります。これからいろいろな場面を見るこ

とができると思います。例えば、昨年度の研究発表かな。いろい

ろな場面で効果が出ている、私もそんなようなことを思いますね。

これは東海大学のおかげです。 

ほかにありますか。 

飯田委員 資料№１１の幼小中一貫教育ですが、いろいろな学校でいろい

ろな取り組みをされています。この取り組みというのは、保護者

とか、もちろん学校の先生たちは、これは秦野が目指している幼

小中一貫教育の活動の一つなんだよということを知ってやってい

るのか、何も知らないのか。私たちは、これは幼小中一貫の取り

組みでやっていますよということはわかるのですけど、保護者と

かそういった方々はどうなんですか。 

 教育指導課長 これまでもご提案いただいたとおり、積極的な発信が必要であ

ることから、私も去年、ＰＴＡの会議に出て、幼小中一貫教育に

ついて紹介させていただきました。学校に対しても、例えば、中

学校区においては、子どもを育む懇談会とか、地域の方、保護者

の方が集まる機会を捉えて、幼小中一貫教育について紹介するよ

うにと。また、私のほうからは、これができ上がりましたので、

ＰＴＡの各種会議、委員会において、広報していきたい。広く地

域の方に広げていきたいと思っています。 

飯田委員 わかりました。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、議案のほうに移りたいと思います。本定例会には１
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２件の議案が出されています。 

議案第８号「平成２８年度秦野市教育委員会基本方針及び主要

施策について」の説明をお願いいたします。 

 教育総務課長 それでは、議案第８号をごらんください。２８年度の教育委員

会の基本方針及び主要施策についてでございます。 

おめくりをいただきまして、１ページ目でございます。２８年

度の基本方針につきましては、２月２４日に開催をしました総合

教育会議の席上で策定をしました秦野市教育大綱、この５つの方

針に即したものを基本方針としてございます。また、この議案で

ご説明させていただきますが、本年度策定いたします「はだのわ

くわく教育プラン」の基本方針と同じ基本方針となってございま

す。 

おめくりをいただきまして、２ページ目でございます。この基

本方針に即した２８年度の主要施策についてでございます。 

まず、（１）のたくましく生きる子どもたちの育成という部分

でございますが、「確かな学力の定着・向上」の中では、教育指

導助手を２名増員して５１名を小学校に派遣していくようなこ

と。また、⑤の「学校におけるＩＣＴ化の推進」では、ＩＣＴを

活用した授業づくりへの支援員の派遣の充実。また、⑥では、「子

育て支援の充実」ということで、新たに、国の補助制度を活用し

た幼稚園型一時預かり事業の導入。 

（２）の地域力を生かした学校づくりにつきましては、①にご

ざいます「学校支援づくりの推進」では、新たな学校づくりの仕

組みでございますコミュニティ・スクールの推進。②では、特別

支援教育の推進というようなことで、介助員のほうを２名増員し

まして、４５名を小中学校に配置していくというようなことでご

ざいます。 

３ページ目でございます。（３）の安全・安心な教育環境づく

りでございますが、①、先ほどのお話の「西中学校体育館等複合

施設の整備」では整備構想の策定。②と④の学校施設の整備の関

係では１０カ所の改修工事を実施。③の「教育施設の一体的整備

の研究」では、新たな構想づくりに向けた調査・研究を行うとい

うようなこと。⑤のＩＣＴ教育の環境整備では、新規でタブレッ

ト端末の整備というようなことで、上小学校を研究校に指定して

新たに整備のほうをしていくということでございます。 

４ページでございます。学習活動の充実につきましては、③の

「図書館サービスの充実」というようなことで、業務委託の拡充。

また、⑤の「公民館施設長寿命化の推進」では、５館の公民館の
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改修工事を実施していくということです。 

（５）の文化活動の充実、伝統文化の伝承等につきましては、

市民文化の向上、文化財の活用、特色ある図書館づくりへの支援・

推進でございます。 

ここに記載させていただきました２３事業を平成２８年度の主

要施策として位置づけをしていきたいと考えてございます。 

５ページ、６ページのほうには、教育プランと同様に、全体事

業の体系図を添付させていただいてございます。 

説明は以上でございます。 

望月委員長 それでは、ご質問、ご意見はございますか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、本議案につきましては、今までに何回も教育委員会

会議あるいは学習会で議論してきてこういうふうになったわけで

ありますので、議案どおり可決することにご異議ございませんか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 よって、議案第８号は原案のとおり可決されました。 

続いて、議案第９号「『はだのわくわく教育プラン－秦野市教

育振興基本計画－』について」、説明をお願いいたします。 

 教育総務課長 それでは、議案第９号についてご説明をさせていただきます。 

これにつきましても、ご協議をいただいてきて、今回、議案と

して提出させていただいて議決をいただくものでございます。 

ご承知のとおり、教育基本法に基づく教育の振興に関する施策

の総合的かつ計画的な推進を図る、こういった目的で、地方公共

団体においてはこういった計画の策定が義務づけをされてござい

ます。本市でも、平成２３年度から５年間の教育プランを策定し

ましたが、２７年度をもって計画期間が終了するというふうなこ

とから、中長期的な視点から施策・事業を体系化した基本計画と

して、新たに平成２８年度から５年間の「はだのわくわく教育プ

ラン」を策定するものでございます。 

一番後ろの５５ページを見ていただくと、「策定経過について」

というようなことで、今年度、２７年度に策定を行ってきてござ

います。教育委員会会議につきましては、６月と１０月と１２月

というようなことで、それぞれ計画のスケジュールの段階から、

１０月、１２月には具体的な内容についてご協議をいただいてご

ざいます。６月から１０月の間には、５４ページにございますが、

教育振興基本計画策定懇話会を設置させていただいて、素案づく

り、取りまとめ、学識経験者、学校関係者等のご意見をいただき

ながら策定をしてまいりました。 
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２８年１月１６日から２月１５日まで、パブリックコメントを

実施させていただきました。別冊のほうで、「パブリック・コメ

ントの実施結果について」というふうなことでつけさせていただ

いてございます。１カ月間、パブリックコメントを行いました。

５番のところですが、意見については６名の方から４１件のご意

見をいただきました。そういった中で、計画に一部反映というよ

うなことで、Ａ、Ｂの部分ですが、９件ほどご意見をいただいた

中で修正を加えさせていただいてございます。プランの冊子のほ

うを見ていただきまして、そのことについてご説明をさせていた

だきます。 

まず、「てにをは」のところは省略をさせていただきますが、

まず５ページでございます。「『知の循環型社会』の構築の推進

について」というようなことで、ちょっと文章が長くてわかりづ

らいというご意見がございましたので、文章自体を少しわかりや

すい表現に変えるとともに、一番下に、知の循環型社会のサイク

ルというような部分、循環のサイクルを図でお示しをさせていた

だいています。これにつきましては、教育大綱の部分は全く同じ

ような形で入れさせていただいているような形になってございま

す。 

１０ページに体系図がございます。体系図の中で、内容といっ

た部分は変わってございませんが、１０ページの「施策目標」の

２のところですね。「豊かな情操や規範意識、公共の精神を育み」

という部分の施策の内容が、「豊かな人間性の育成」、「いじめ

等の対策の推進」、「不登校対策の推進」、こういう順番に直し

てありますが、実は、１番がいじめ、２番が不登校、３番が豊か

な人間性というふうな部分で分けてあったわけですけれども、ご

意見の中で、まずは豊かな人間性を育むことが第一番で、その取

り組みの中でいじめだとか不登校という課題が出てくるものだか

ら、順番としては「豊かな人間性の育成」を１番にしたほうがい

いんじゃないですかというご意見で、それは入れかえさせていた

だいてございます。 

１５ページでございます。「教職員の資質向上」の部分でござ

います。一番上の「目標・ねらい」のところの文末でございます

が、従来は、「実践的な指導力の向上を図ります」というふうな

文章でございましたが、「指導力の向上」の後に、「向上やわく

わく感、感動を与える授業力の向上を図ります」というようなこ

とで、「授業力の向上」というふうな部分を追加させていただい

てございます。 
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同じく、資質向上の中の一番上の枠の一番下のところですね。

「最終年度までに達成すべき目標（値）」というふうなことで、

「研修当該幼稚園・こども園、小・中学校からの」というふうな

部分がございますが、今まで、表現が全て園・校という表現にな

ってございましたが、そこを「幼稚園・こども園、小・中学校」

というふうなことで、その部分は全てそういうふうな形にかえさ

せていただいてございます。 

１６、１７ページは、同様に、先ほど言いましたように、見出

しの「豊かな」というふうな部分が、豊かな人間性への取り組み

の中で、いじめですとか不登校というふうなことが起こるという

ようなことで、順番を入れかえさせていただいた体系図と同様で

ございます。 

３５ページでございます。下の２の「学校におけるＩＣＴ教育

の環境整備」のところでございますが、最終年度までに達成すべ

き目標は「普通教室等でもパソコンを使用できる環境整備」。前

は、「環境整備の推進」というふうなことで、整備することが目

標というようなことになっていましたけれども、パソコンを使用

できる環境整備というふうなことで修正をさせていただいてござ

います。 

以上が今回のパブリックコメントを受けて修正させていただき

ました。それ以外の部分は、昨年の１２月に、パブリックコメン

トにかける前にご協議をいただいたものと同様になってございま

す。ご検討いただいて、２８年度から、この計画に沿って施策等

を展開していくというふうなことになります。 

以上でございます。 

望月委員長 ありがとうございました。 

ある程度でき上がった段階でパブリックコメントを求めて、そ

して審査いただいて、さらにその声を取り入れてこのようにした

という、非常に汗と努力の結晶になっているわけですけれども、

何か、ご質問、ご意見ございますか。 

これは、市の総合計画のほうもそうだし、このわくわくプラン

もそうですけれども、こうして関係者が非常に苦労してつくり上

げてやるのですが、これをこれから、市民とか関係者、そういう

方への周知というのですか、それはどんなふうな予定があるので

しょうか。 

 教育総務課長 学校への周知は、４月の園長・校長会の中でも説明をさせてい

ただいて、全職員までは回りませんが、各学校に４部程度、印刷

したものをお配りしていくというふうなことと、一般への周知と
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なりますと、いつもホームページのほうで公開をして見ていただ

くような形を考えてございます。 

望月委員長 教育指導課長にお願いしたいのですが、次年度からも、いろい

ろな研修会を持つ折に、「この研修会は、わくわくプランのこう

いうような提案を受けての具現化」とか、一つそういうことを入

れてやると学校の教育関係者も、「そうか、わくわくプランのこ

の部分の考え方が本研修会には具現化されているのか」というこ

とがわかりやすいのではないかと思いますね。全部がそうはいか

ないと思うのですが、研修の内容によっては、そんなふうに取り

入れてやるとよろしいかなというふうに思っています。 

ほかにどうでしょうか。 

 教育総務課長 一点だけ、すみません。先ほどご説明させていただいた中で、

一番最後の５５ページに、「策定経過について」というふうなこ

とで今までの策定の経過を入れさせていただいてございます。基

本方針の計画策定においては、総合教育会議の中でも話し合いを

していただいているという部分で、第１回、第２回を入れてござ

いますが、実は、２月２４日の第３回総合教育会議が抜けてござ

いますので、これは訂正して入れて計画のほうというふうなこと

にさせていただきますので、ご了承のほう、よろしくお願いいた

します。 

望月委員長 では、お願いします。 

ほかにどうでしょうか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、議案第９号「はだのわくわく教育プラン－秦野市教

育振興基本計画－」について、原案のとおり可決することにご異

議ございませんか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、議案第９号は原案のとおり可決されました。 

続きまして、議案第１０号「秦野市県費負担教職員の退職管理

に関する規則を制定することについて」の説明をお願いいたしま

す。 

教育部参事 それでは、前回、教育委員会会議の協議事項ということでご協

議いただきました地方公務員法の改正に伴う職員の退職管理、こ

れの概略を申し上げますと、市の職員、あるいは学校の職員だっ

た者がやめて営利企業に再就職をした際に、離職前の職務に関し

て現職の職員にいろいろな働きかけを、離職前５年間の職務に関

することについては離職してから２年間はしてはいけないという

ような内容のものでございます。 
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その内容について、県費負担教職員の退職管理につきましては、

ここで、秦野市職員の退職管理に関する規則を次のところに入れ

させていただきましたが、それが制定されますので、それを準用

する形をとりまして、第２条は、秦野市の職員の規則の第１０条

にあります、公平性に支障がない場合は申請を出せば働きかけ等

をしてもいいというような部分での申請書類の提出先が、市の職

員につきましては任命権者というふうになっておりますけれど

も、県費負担教職員につきましては秦野市教育委員会というふう

に読みかえることが一点。 

もう一点は、秦野市の職員の規則第４条にあります普通地方公

共団体の長の直近下位の内部組織の長の職に準じる職の規定、こ

れは、他の職員と違い、幹部職員であった者については、５年前

だけではなくて、それよりもさらにさかのぼった形でその職務に

関して働きかけが制限されるという内容で、秦野市の職員の第４

条のところに表が書いてありますように、この表に入っている職

が該当すると規定してありますが、県費教職員におきましては、

ここの部分を学校長というふうに規定するという２点で準用して

いくことによって、退職管理の適正を確保していきたいというふ

うに考えております。よろしくお願いいたします。 

望月委員長 何か質問ありますか。 

これは新しく出たんですね。 

今は、退職された校長先生は、再任用の制度が５年間保障され

ているんですか。 

 教育部参事 再任用の制度は、５年間、６５歳までは更新できるという。学

校長にかかわらず、希望すれば職員は５年間更新できる可能性が

あるというものがあります。 

望月委員長 教育センターに勤めている人がいますよね。そうすると、六十

三、四という、３年目、４年目あたりというのは内容が何か。 

 教育部参事 再任用制度というのは、センターとかそういうものではなくて、

正規の職員として学校で働く制度のことを再任用制度といいま

す。 

望月委員長 そうですか。そうすると、その再任用制度は大体５年間勤めて

いる？ 

 教育部参事 ご自分が希望されれば最大６５歳までは更新できる。 

望月委員長 事務所とかそういうのは再任用制度ではないんですね。 

 教育部参事 あれは違います。 

教育長 再雇用。 

望月委員長 なるほど、再任用と再雇用の違いは勉強になりました。 
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教育長 雇用で行っている方は一定年数で交代をしていただく。年金制

度と一緒になって動いているのは再任用制度です。 

望月委員長 そうですか。ありがとうございました。 

では、これは特段、ご質問、ご意見はないですね。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、議案第１０号「秦野市県費負担教職員の退職管理に

関する規則を制定することについて」、原案のとおり可決するこ

とにご異議ございませんか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 よって、議案第１０号は原案のとおり可決されました。 

続きまして、議案第１１号「秦野市教育委員会表彰規則の一部

を改正することについて」の説明をお願いいたします。 

 教育総務課長 それでは、議案第１１号についてご説明をさせていただきます。 

先ほどの退職管理と同様に、地方公務員法が２６年の５月１４

日に改正をされて、２８年４月１日から施行されるというふうな

ことで、それに伴って教育委員会の表彰規則のほうを改正するも

のでございます。 

２ページをおめくりいただきまして、新旧対照表がわかりやす

いので、ごらんください。従来、勤務成績優秀であったというふ

うなことで表彰の基準としてございましたが、今申しましたよう

に、地方公務員法の改正に伴って、従来から実施はしているわけ

ですけれども、職員が職務を遂行するに当たって、発揮した能力、

上げた業績等を把握した上で人事評価を定期的に行うというふう

な義務づけが公務員法の中でされました。それに伴いまして、「成

績優秀」であった部分を「人事評価」に改正をするというふうな

ものでございます。 

以上でございます。 

望月委員長 何か質問ありますか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、質問がなかったら、議案第１１号「秦野市教育委員

会表彰規則の一部を改正することについて」、原案のとおり可決

することにご異議ございませんか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 よって、議案第１１号は原案のとおり可決されました。 

続きまして、議案第１２号「秦野市教育委員会事務決裁規程の

一部を改正することについて」の説明をお願いいたします。 

 教育総務課長 議案第１２号についてご説明をさせていただきます。 

これも、先ほど申しました公務員法の改正によるものでござい
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ます。先ほど教育部参事のほうから説明がありました再就職の部

分の中で、営利企業に従事という部分の解釈が、公務員法の定め

が少し変わりましたので、それに伴って秦野市教育委員会事務決

裁規程の改正をするものでございます。 

２ページほどめくっていただいて、新旧対照表をごらんくださ

い。従来、右側の旧ですが、営利企業等の従事許可については届

け出をして処理をするような形になってございました。そのこと

は変わりございません。その表記の仕方が「営利企業の従事等」

というふうなことで、実は、「営利企業の従事等」となりますと、

先ほどの退職管理の部分の条項に使うことで、公務員法自体が改

正されて「営利企業等」の「等」が抜けて「営利企業」となった

というようなことで、決裁規程の服務の部分がそれに準じて「営

利企業等」の「等」を取って、あと、今までは「従事」でしたが、

「従事」ではなくて、みずから業務をした場合もこういった届け

出が必要になりますので、許可が必要になりますので、「従事等」

というふうに、今回、語句の修正の中で付け加えさせていただき

ました。 

以上でございます。 

望月委員長 これはいいですね。何かありますか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、議案第１２号「秦野市教育委員会事務決裁規程の一

部を改正することについて」、原案のとおり可決することにご異

議ございませんか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 よって、議案第１２号は原案のとおり可決されました。 

続きまして、議案第１３号に入ります。議案第１３号「秦野市

立学校職員服務規程の一部を改正することについて」の説明をお

願いします。 

 学校教育課長 議案第１３号をご説明させていただきます。 

今回改正いたします秦野市立学校職員服務規程は、小中学校職

員の服務上の手続を規定したものでございます。本議案につきま

しては、先ほどの議案第１２号と同様に、地方公務員法の一部改

正によりまして、その公務員法を引用します第１０条が文言の修

正をする必要が生じたため提案するものでございます。 

具体的には、新旧対照表をごらんいただきたいと思いますが、

３ページ、第１０条ですね。左側が新で、右側が旧でございます

が、先ほど第１２号でご説明したと同じように、「営利企業等」

の「等」の文字がなくなりまして「営利企業」というふうに表現
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が変わったことによりまして、これを引用します服務規程を修正

することになったものでございます。 

あといろいろ記載してございますが、このほかについては今回

の改正とは直接関係ないもので、統一的な言い回しであるとか、

表現を今回整理したものでございます。 

以上でございます。 

望月委員長 これも地方公務員法の一部改正に伴っての改正ということです

ので。 

特にご質問、ご意見ありますか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、本案について原案のとおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 よって、議案第１３号は原案のとおり可決されました。 

続いて、議案第１４号「秦野市教育委員会教育長に対する事務

委任及び臨時代理に関する規則等の一部を改正することについ

て」の説明をお願いいたします。 

 教育総務課長 それでは、議案第１４号についてご説明をさせていただきます。 

本件につきましては、教育長の事務委任、臨時代理に関する規

則の部分を改正するものでございます。これにつきましては、行

政不服審査法の全面改正に伴いまして、関連する条項についての

改正をするものでございます。 

おめくりをいただきまして、同様に、横長の新旧対照表を見て

いただくとわかりやすいと思いますので。 

そもそも今回の行政不服審査法の改正は、審査法自体の使いや

すさというふうなことで、従来、上級処分庁への審査請求と、処

分庁、処分を行った担当部署のほうに異議申し立てという、今ま

では二本立てでございましたが、それを審査請求というふうなこ

とで一元化したというふうな行政不服審査法の改正がございま

す。それに伴って、前後するのですが、一番最後の個人情報保護

法とその前の情報公開条例施行規則、これはいずれも、審査会へ

の諮問と今申しました不服申し立ての決定が教育長の専決事項と

して位置づけをされてございました。それが審査請求に一本化す

るというようなことで、その部分をそれぞれ除きまして、新たに

教育長の専決については、審査会の諮問について専決に改正をす

るというものでございます。 

その改正に伴って、一番上の１ページのほうですが、事務委任、

臨時代理の委任事務、第２条ですが、「教育委員会は、次に掲げ
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る事項を除き」というふうなことで、教育長に事務委任できない

事項の列記があるわけですけれども、その第１２号のほうに、従

来、「訴訟、請願及び陳情に関すること」となってございました

が、ここに、先ほどの不服申し立てから一本化された「審査請求

に対する裁決の決定」これを委任することができない事項として

書き加えるというふうな改正でございます。 

以上でございます。 

望月委員長 それでは、何か質問はございますか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、議案第１４号につきましては、原案のとおり可決す

ることにご異議ございませんか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 よって、議案第１４号は原案のとおり可決されました。 

続きまして、議案第１５号「秦野市立幼稚園園則及び秦野市立

学校教育施設の開放に関する規則の一部を改正することについ

て」の説明をお願いいたします。 

 教育総務課長 議案第１５号についての説明をさせていただきます。 

以前から、ご報告、ご協議をいただいておりましたしぶさわ幼

稚園が２８年４月１日から渋沢保育園と統合して新たにしぶさわ

こども園となることに伴って、園則等を改正するものでございま

す。 

これも同様に、新旧対照表の１ページですね。今、こども園が

４園で、単独の幼稚園は１０園でございます。その中から、しぶ

さわ幼稚園がこども園になりますので、別表の園の一覧から除く

というようなことで、これによって４月からは単独の幼稚園は９

園というふうなことになります。それに伴いまして、学校施設の

開放を教育委員会のほうで決定してございますが、その中からし

ぶさわ幼稚園を除くというふうなことと、この修正に伴いまして、

従来、実は、鶴巻中学校の格技室は学校開放施設として位置づけ

をしてございませんでした。事実的には地域の方に貸すようなこ

とを始めてございますので、格技室も開放施設として位置づける

というふうなことで、学校開放の規則については鶴巻中学校の部

分もあわせて規則の改正を行うものでございます。 

以上でございます。 

望月委員長 何か質問ありますか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、本案を原案のとおり可決することにご異議ございま

せんか。 
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 ―異議なし― 

望月委員長 よって、議案第１５号は原案のとおり可決されました。 

続きまして、議案第１６号「秦野市立西中学校等複合施設整備

運営事業に係る企画提案型事業審査会規則を廃止することについ

て」の説明をお願いいたします。 

 教育総務課長 議案第１６号についてご説明をさせていただきます。 

西中学校等複合施設整備事業につきましては、既に、ご報告、

ご協議をいただいておりますとおり、公設民営方式から従来の公

設公営方式によって事業を進めることにしてございます。そうい

った中で、当初計画でございました公設民営の中では、公募型プ

ロポーザルで事業者を募集して、企画提案をいただいて、審査の

上、事業者を決定するというふうな事業者選定のプロセスとなっ

ておりました。そのために、企画提案型事業の審査会を設置させ

ていただいておったわけですけれども、今申しましたように、事

業手法を公設公営に移行して、選定規定ではプロポーザルという

ことも考えられますけれども、いわゆる公設民営によるプロポー

ザルということはなくなりましたので、その審査会等の規定につ

いて廃止をするものでございます。 

以上でございます。 

望月委員長 何かご質問ございますか。 

 －特になし－ 

望月委員長 それでは、本案を原案のとおり可決することにご異議ございま

せんか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 よって、議案第１６号は原案のとおり可決されました。 

続きまして、議案第１７号「秦野市生涯学習推進計画について」

の説明をお願いいたします。 

 生涯学習課長 議案第１７号についてご説明します。 

市民の生涯学習活動を推進するための指針である生涯学習推進

計画は、教育プランと同様、本年度をもって期間が満了となるこ

とから、平成２８年度から３２年度までの５年間の新たな計画を

策定するため、提案するものです。 

策定に当たっては、基本的には現計画を継承し、現代的・社会

的課題を踏まえた部分的な改正を行うこととし、また、同時期に

策定を進めていた総合計画後期基本計画や教育プランとの整合を

図り、社会教育委員会議の中に策定専門部会を設置し、６回にわ

たり議論を重ねてきました。また、関係各課や市民、市議会から

の意見聴取を経て、計画を取りまとめました。 
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なお、パブリックコメントや市議会からは、とくに意見はあり

ませんでした。 

計画の概要についてですが、この計画は第４章で構成し、第１

章では、策定に係る趣旨や生涯学習のとらえ方、計画の位置付け

などを示しています。計画書１ページの「計画の趣旨」では、一

人ひとりの生涯を通じた学習を支援し、学習成果を学校・家庭・

地域の課題解決などに生かし、社会全体の活性化を図っていく「知

の循環型社会の構築」を位置付けています。このことは平成２０

年に中央教育審議会が、新しい時代を切り開く生涯学習の振興方

策として示されたものですが、その考え方を記載しています。 

次に、第２章では生涯学習の動向や社会的背景、本市の生涯学

習の取組み状況を、第３章では社会の潮流や本市における生涯学

習の課題を踏まえ、計画の基本理念をはじめ基本施策の方針や体

系を記載しています。基本理念は「市民が生涯にわたり自由に生

き生き学び、その喜びと成果を地域で生かし、幸福感を持って生

活するための生涯学習」とし、これを実現するための基本施策と

して、「地域学習の推進」「多様な学習機会の提供」「成長過程

に応じた学習機会の提供」「学習環境の整備」「推進体制の整備」

を示しています。第４章では、さきほどの五つの基本施策に基づ

き、具体的施策の展開を示す主な取組みなどを記載しています。 

なお、今週開催しました社会教育委員会議で、この計画を報告

し、了承を得ています。 

以上でございます。 

望月委員長 それでは、これも教育基本計画のわくわくと同じに、大変ご苦

労をされてこういうふうになっているのではないかと思います

が、何かご質問、ご意見ありますか。 

飯田委員 これも、市民の方が見るときは、ホームページとか、あとは公

民館とかで閲覧できるのでしょうか。 

 生涯学習課長 この計画は、市長部局を含めた広い範疇を捉えた計画になって

いますので、全ての公共施設に計画書を配置していきたいと思い

ます。市民にはなかなか行き届かないかもしれませんが、ホーム

ページや公共施設での閲覧などで計画の周知を図っていきたいと

考えます。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、議案第１７号「秦野市生涯学習推進計画について」、

原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

 ―異議なし― 
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望月委員長 よって、議案第１７は原案のとおり可決されました。 

続いて、議案第１８号「秦野市立図書館条例施行規則の一部を

改正することについて」の説明をお願いいたします。 

 図書館長 議案第１８号「秦野市立図書館条例施行規則の一部を改正する

ことについて」、説明いたします。 

現在、図書館を含めまして、カルチャーパークの再編整備事業

が本年度末で概ね完了する予定で進んでおります。昨年１２月の

議会でカルチャーパーク条例が提案されまして、可決されました。

この中で、図書館もカルチャーパーク条例の構成施設として明確

化され、図書館を含みますハード施設等対応についてはカルチャ

ーパーク課の事務分掌に含むため、図書館の施設の維持・管理に

ついても、移すものです。 

新旧対照表をご覧いただければと思います。図書館条例の第１

条の２の２のところで、図書館につきましては、旧来では「施設

及び設備の維持及び管理」としておりましたが、新しい規則では

「（２）施設及び設備の日常管理」として、この部分の管理を分

ける形で、今回、規則改正で提案しております。 

説明は以上になります。 

望月委員長 何か質問ありますか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、議案第１８号「秦野市立図書館条例施行規則の一部

を改正することについて」、原案のとおり可決することにご異議

ございませんか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 よって、議案第１８号は原案のとおり可決されました。 

続きまして、議案第１９号「秦野市教育委員会事務局組織規則

の一部を改正することについて」の説明をお願いいたします。 

 教育総務課長 それでは、議案第１９号についてご説明をさせていただきます。 

教育委員会の事務局組織の規則の一部を改正するものでござい

ます。今回、生涯学習課において、公民館１１館の統合的な企画

調整を図るとともに、地域横断的な生涯学習課事業の展開を図る

というふうなことで、生涯学習課のほうに公民館担当を設置いた

します。それに伴って、事務局組織の規則のほうを改正させてい

ただくものでございます。 

２ページほどおめくりいただきまして、新旧対照表でございま

す。一番下の生涯学習課でございます。従来、生涯学習担当と文

化財担当でございましたが、これに公民館担当を加えるものでご

ざいます。 
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以上でございます。 

望月委員長 何かご質問、ご意見ございますか。 

 ―特になし― 

望月委員長 公民館担当というのは、復活ですか、新たに出てきたんですか。 

 生涯学習課長 以前は公民館担当課長という職はございましたけれども、今回、 

公民館担当課長代理という職で公民館担当を設置した形になって 

います。過去をさかのぼれば公民館班がありましたので、復活し 

たということで捉えていいと考えます。 

望月委員長 ほかにどうですか。 

 ―特になし― 

望月委員長 そうすると、公民館担当はそちらのほうに勤務するという形で

すか。 

 生涯学習課長 そうです。 

望月委員長 よろしいですか。 

それでは、本案を原案のとおり可決することにご異議ございま

せんか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 よって、議案第１９号は原案のとおり可決されました。 

きょうは議案が大変たくさんありまして、皆さんにご迷惑をか

けてすみませんでした。 

それでは、事務局から提案がありました協議事項が２つあるの

ですが、協議事項を２つやってから休憩に入りたいと思います。 

それでは、続いて協議事項に入りますが、「（１）秦野市教育

委員会教育長の権限に属する事務の一部を市長部局職員に補助執

行させる協議書等について」の説明をお願いいたします。 

 教育総務課長 「協議事項（１）」と書いてございます資料のほうをごらんく

ださい。先ほど、図書館長のほうから、図書館の規則の改正の説

明がありました。それに伴って、地方自治法の１８０条の７に基

づき、その事務を市長部局のほうに補助執行をすることで、協議

が必要となりますので、今回、先ほど図書館長のほうからご説明

しましたように、カルチャーパーク課職員のほうに、日常管理を

除く施設及び設備の維持及び管理の補助執行について、市長に協

議の申し出を提案させていただきました。 

以上でございます。 

望月委員長 何か質問ありますか。 

教育長 カルチャーパーク課を新たに設置し、一帯の施設、建物を含め

て、それを一括管理します。しかしながら、図書館については教

育委員会の所管事項になっています。所管事項になっているうち
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の通常の管理業務は図書館が持ちます。だけど、それ以外の修繕、

大規模修繕だとかそういうものについては、カルチャーパーク課

というところが全体管理をしながら見ていきます。その仕分けを

したことについての協議です。 

望月委員長 わかりました。 

飯田委員 カルチャーパーク課というのは、競技場の手前に建物がありま

すが、あそこに。 

教育長 あそこに事務局があります。ですから、運動公園の全体をカル

チャーパークとして位置づけがしてあって、カルチャーパーク課

ができて、プールから何から全てをカルチャーパーク課が管理し

ます。文化会館も同様です。ただし、図書館に関しては教育委員

会の所管事項ですから、図書館の運営だとか通常の管理は図書館

のほうでします。だけど、図書館の改修や修繕、そういうことに

なりますと、そういうものはカルチャーパーク課のほうが予算化

をしてやっていくということです。 

望月委員長 予算を計上する場合に、別々のということもあり得る。 

教育長 ということもありますね。ですから、協議をしながら進めてい

く。 

望月委員長 わかりました。 

そうすると、カルチャーパーク課職員は、要するに、カルチャ

ーパークの所属職員ということですね。 

教育長 そういうことになりますね。 

望月委員長 なるほど。そうすると、教育委員会の所属じゃない。 

教育長 ないです。 

望月委員長 図書館長は引き続き教育委員会ですね。 

教育長 そうです。文化会館は、市民部カルチャーパーク課文化会館担

当課長兼カルチャーパーク課課長代理で文化会館担当という、ち

ょっと長くなるのですが、文化会館がカルチャーパークの中の一

つの位置づけになります。 

望月委員長 なるほど。 

これは協議事項ですから、ご意見があればということで、いか

がですか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、ないようですので次に移りたいと思いますが、「（２）

秦野市スポーツ推進計画（案）の作成について」の説明をお願い

いたします。 

 スポーツ振興課

長 

それでは、秦野市スポーツ推進計画（案）の作成について説明

させていただきます。 
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本計画を作成するに当たりまして本市が平成２６年度に実施い

たしましたＷＥＢアンケートによりますと、週１回運動する者の

割合は、神奈川県が実施しましたアンケートの結果を下回ってお

り、また、経年比較におきましても、神奈川県の５．１％増に対

しまして本市は０．３％減という憂慮を要する事態であります。

また、スポーツ活動へのかかわり方であります「する・みる・さ

さえる」の視点から、スポーツ基本法第１０条に基づき、これま

で推進してまいりましたスポーツ・レクリエーション施策の現状

と課題を整理し、スポーツの持つ可能性を最大限に発揮できる施

策を統合的かつ計画的に推進していくとともに、これまで取り組

んできましたスポーツ施策の成果をこれからのスポーツ推進につ

ないでいくため、秦野市スポーツ推進計画（案）を作成したもの

でございます。 

まず概要でございます。計画期間でございますが、平成２８年

度から平成３２年度の５年間といたします。 

基本理念でございます。「ライフステージ・志向に応じて、『は

つらつと・だれもが・のびのびと』スポーツに親しみ・楽しむ秦

野（まち）」と設定いたしました。 

基本目標でございます。１つ目といたしまして、「はつらつと

スポーツを『する』秦野（まち）」、２つ目といたしまして、「だ

れもがスポーツを『みる』秦野（まち）」、３つ目といたしまし

て、「のびのびとスポーツができる環境を『ささえる』秦野（ま

ち）」の３つを位置づけいたしました。 

これまでの経過でございます。平成２６年１０月に第１回スポ

ーツ推進計画庁内検討委員会を開催いたしまして、本年度に入り

ましてまた２回ほど検討委員会を開催しました。１月２８日は、

秦野市スポーツ推進審議会に計画案を報告いたし、意見聴取を行

ってございます。また、２月１６日には、議員連絡会に報告させ

ていただき、議員の皆様方の意見の聴取を３月１８日までにお願

いをしてございます。また、２月１７日から３月１０日までパブ

リックコメントを実施いたしました。３月１５日には社会教育委

員会議で計画案をご報告させていただいております。 

今後のスケジュールでございます。３月２９日に秦野市スポー

ツ審議会に諮問をして、それから、答申を受け、成案にするもの

でございます。 

以上でございます。 

望月委員長 どうもありがとうございました。 

何かご質問、ご意見ございますか。いかがでしょうか。 
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この４月から、秦野市スポーツ協会ということで統一されるよ

うですね。 

 スポーツ振興課

長 

そうです。 

望月委員長 体育協会がありますよね。今まで、陸協といいましたっけ。 

 スポーツ振興課

長 

陸上競技協会。 

望月委員長 それから、ソフトだ、弓道だ、柔道だ、いっぱいありましたよ

ね。そういうような関係のものが全部この中に入るということで

すか。 

 スポーツ振興課

長 

今までに、体育協会、２８競技団体がございます。それには今

おっしゃいました陸上競技協会ですとか野球協会、テニス協会と

かあるわけですけれども、その体育協会がスポーツ振興財団との

一元化を図るというようなことになっていまして、計画の段階で

うちのほうが立案をしたりするのですが、実行部隊は協会のほう

にお願いするというようなことになってございます。 

望月委員長 理事さんは、いろいろな団体から出てもらうと。なるほど。 

ほかにどうですか。 

飯田委員 １０ページに中学校の開放事業の施設が載っているのですが、

先ほど、議案第１５で出た鶴巻中学校の格技室もこれに今年度か

ら載ってくるということですか。１０ページの中学校の開放、今、

鶴巻中学校は校庭と体育館とあるのですが、これに格技室も。 

 スポーツ振興課

長 

先ほどの案件は詳しいことは把握していないのですが、これか

ら鶴巻中の格技室が学校開放というようなことになれば、当然、

集計はしてくるかなと思います。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

生涯学習推進計画とわくわくプラン、こちらのほうにはメール

アドレスが入っているんですね。２つには入っているんですけど、

こちらのほうにも入れておいたほうがよろしいんじゃないかと思

いますが、どうですか。 

 スポーツ振興課

長 

わかりました。そのようにやります。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

これは１２月の末に我々も配っていただいて、それで、１月７

日までに、もし気がついたところがあれば連絡してほしいという

ことになっていましたので、もう皆さん出されているのではない

かと思いますが。 

ほかにありますか。 
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 ―特になし― 

望月委員長 それでは、協議事項はこれで終わりますが、「その他」の案件

はございませんか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、ないようですので、続きまして選挙に入ります。「（１）

秦野市教育委員会委員長の選挙について」の説明をお願いいたし

ます。 

 教育総務課長 教育委員会委員長の選挙についてご説明をします。 

委員長につきましては、改正前の地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第１２条第１項及び第２項の規定によりまして、教

育長を除く委員のうちから選ばなければならない。また、任期は

１年、再選されることもできると規定をされてございます。こう

した中で、現委員長の任期が２８年３月３１日で満了いたします

ので、委員長の選挙を行うことを提案させていただきました。 

なお、この地教行法については、２７年４月１日に改正法が施

行されております。その附則の中で、この取り扱いについては従

前の例によるものとされるとなってございますので、これまでと

同様に選挙を行うものでございます。 

以上でございます。 

片山委員 私は初めてなので、どのようにこれまで選んできたのか教えて

いただけませんか。 

 教育総務課長 選挙の方法でございますが、従来は全て指名推選によって選出

をしているところでございます。 

飯田委員 今、指名推選というお話がありましたので、今回も指名推選で

よろしいのではないでしょうか。どうでしょうか。 

望月委員長 今、指名推選というご意見がございましたが、指名推選という

ことでよろしいでしょうか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、委員長選挙は指名推選ということで行うことにしま

す。 

ここで、暫時休憩いたします。 

 ―休憩― 

望月委員長 それでは、再開いたします。 

委員長の選挙につきましては指名推選ということになりました

が、推薦をお願いいたします。 

飯田委員 人格、そして、今までの経験、見識、いろいろ総合的に判断し

て、現望月委員長に引き続き委員長をお願いしたいと思います。

いかがでしょうか。 
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望月委員長 それでは、お諮りします。 

平成２８年４月１日からの１年間、望月委員が委員長というこ

とでご異議ございませんか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、異議なしと認め、望月委員が委員長として決定いた

しました。 

 教育総務課課長

代理 

ただいま委員長が決定いたしましたので、一言ご挨拶をいただ

きたいと思います。 

望月委員長 それでは、一言ご挨拶をさせていただきます。 

今、飯田委員のほうから、人格、経験、見識等を判断してとい

うようなことでございますが、果たしてその任にあるかどうかと

いうことを、今、自問自答しているところでございます。何はと

もあれ一生懸命頑張りたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

ご案内のように、戦後、教育委員会制度がアメリカの教育使節

団の提言によって日本でも導入されたわけでありますが、その間、

小さな改革というものは幾つかありましたが、６８年ぶりに、昨

年４月から、地教行法の新しい法律のもとで大きく教育委員会制

度が改革され、新しい制度で４月から導入されたわけであります。 

そういう中で、文部科学省は、教育委員に対する研修の強化と

いうような意図は十分把握できないのですが、私も長い間教育委

員をさせていただきまして、文科省のほうで直接研修を持つとい

うようなことは初めてじゃないか、そんな記憶をしているわけで

あります。その中で、文科省のほうで、特に私は教育委員会の部

会のほうに参加させていただきまして、担当のほうから盛んに言

われたことは、教育委員会のプレゼンスを高めてほしいというよ

うなことが幾つか言われました。戦後を振り返ったときに反省す

る部分からそういう言葉が発せられたかもしれないんですけれど

も、そういった点を踏まえながら新しい教育委員会制度というも

のが発足されたというふうに認識しているわけであります。 

そういう中であって、新制度が導入されたというようなことも

ありまして、今改めてこういうふうに皆さんに挨拶をさせていた

だく機会を持たせていただきまして、本当に責任の重さというも

のをひしひしと感じているところでございます。 

この間の文科省の部会でもいろいろありました。なかなか教育

委員と事務局がうまく連携・協働がとれていないという幾つかの

事例報告があったのですが、幸い、本市では、内田教育長を初め

として、水野部長、あるいは執行部の皆さんが、最前線に立って
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いろいろとご努力されているということ、そのことについて、私

は委員長として昨年も思っていたのですけれども、常に感謝と敬

意を持っていたわけであります。 

引き続き４月から、委員長という制度、本市では、経過期間と

いうことで、現在の古い制度で来年度も行うわけですけれども、

いろいろ世の中のことが変わっている中で、そういうことをまた

機敏に捉えながら、私も、微力ではありますけれども、教育委員

会事務局の皆さんの変わらぬご支援、ご協力をいただきながら、

頑張っていきたいというふうに思いますので、引き続きどうぞよ

ろしくお願いいたします。 

それでは、ここで暫時休憩でよろしいですか。 

教育長 職務代理です。 

望月委員長 失礼しました。大切なことを落としまして、申しわけありませ

んでした。 

それでは、委員長の職務代理者について、改正前の秦野市教育

委員会会議規則第４条で、あらかじめ教育委員会が指定する委員

がその職務を行うと規定されておりますが、指定する委員はいか

がいたしましょうか。 

飯田委員 職務代理者には、引き続き髙橋委員が適任と考えます。いかが

でしょうか。 

望月委員長 よろしいでしょうか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、髙橋委員を委員長の職務代理者に指名いたします。

どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、秘密会の前に次回の日程調整をお願いします。 

  ―次回の日程調整― 

望月委員長 それでは、ここで休憩をとりまして、次に秘密会といたします。

関係者以外の退席を求めます。どうもありがとうございました。 

 

 

望月委員長 

―関係者以外退席― 

〔削除〕 

以上で３月の定例教育委員会会議は終わります。 

 

 

 

 


